
 

令和８年２月１０日
保護者 様 

本原小学校長 松井 真由美 

令和７年度本原小学校後期学校評価アンケートについて 

２学期に実施した学校評価アンケートにご協力いただきまして、ありがとうございました。保護者の皆様、
児童に実施したアンケート結果は下記のとおりです。 

 

凡例は、そう思う だいたい思う あまり思わない 思わない 

児童アンケート 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、そうじ、給食当番
など活動をしっかりやる
ことができた。 

学校は楽しい 私は嫌なことをしなかっ
たり、自分で良いことを
したりすることができ
た。 

自分にはいいところが
ある。 

自分から進んで元気なあ
いさつができた。 

私は外で遊んだり元気
に運動したりすることが
できた。 

私は安全に気をつけて
生活をすることができ
た。 

授業はわかりやすかっ
た。 

私は、授業で友達の考え
を聞いたり伝えたりして
もっと考えようとするこ
とができた。 

〇アンケート結果からの考察と今後の指導 
【「学校が楽しい」と感じる心に寄り添って 】 
「学校が楽しいですか」という設問では、児童・保護者ともに高い肯定率を維
持しているものの、前回比では「あまり思わない」「思わない」と回答した児
童が 6％増加しました。 学校ではこの結果を真摯に受け止め、一人ひとりの
児童がどのような不安や困り感を抱えているのか、その思いに寄り添いなが
らきめ細かな支援を行ってまいります。もし、ご家庭でお子様の様子に気にな
る点がありましたら、いつでもお気軽に学校へご相談ください。 

【「わかりやすい授業」と「対話」の充実】 
  「授業のわかりやすさ」や「友達との対話」に関する項目では、「そう思う」
「だいたいそう思う」という肯定的な回答が高い数値を示しました。これまで
職員研修などを通じ、対話を取り入れた学習場面の工夫に努めてきた成果と
考えております。今後も、子どもたちが「わかった！」「おもしろい！」と実
感できる、対話を通じた深い学びを目指してまいります。 

【豊かな心と規範意識の育成】 
  安全意識や規範意識の高さ、責任感の強さについては、前期に引き続き非常
に肯定的な結果となりました。これは子どもたちの素晴らしい強みです。今後
もこの土台を大切にしながら、相手の気持ちを尊重し、誰もが心地よく過ごせ
る集団づくりを指導してまいります。 

 

 



 学校内外の相談体制の
周知、受け入れ体制の整
備を進めている。（相談窓
口、支援会議、関係機関と
の連携等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お子さんは、「学校は楽
しい。」と言っている。 

 お子さんは、自分から進
んであいさつをすること
ができている。 

お子さんは、自分にはい
いところがあると思って
いる。 

お子さんは、楽しい学校
になるよう、いやなことを
しなかったり、自分からよ
いことをしたりすること
ができている。 

 お子さんは、元気に運動
したりすることができて
いる。 

 お子さんは、安全に気
をつけて、生活をするこ
とができている。 

 お子さんは、そうじ、係、
給食当番などの活動をし
っかりやることができて
いる。 

 お子さんは、「授業は、わ
かりやすい。」と言ってい
る。 

授業で、友だちの考えを
聞いたり、伝えたりして、
もっと考えようとするこ
とができている。 

「原っ子応援団（学習支援
ボランティア）と連携し、
地域に根ざした活動の場
を設け、体験活動が充実
している。 

児童会、縦割り班、校外で
の交流活動を通して、
「人・こと・もの」との関わ
りやつながりを大事にし
た取組みをしている。 

学校だより、学年だより、
tetoru、ホームページ等
により、学校での教育活
動の情報を伝えている。 

保護者アンケート

 

〇アンケート結果からの考察 
【あいさつについて】 
 アンケートの「あいさつ」に関する設問では、前期と比較して「だいたいできて
いる」と回答された保護者が 7％増加しました。学校では児童会を中心に「あい
さつ当番」を継続し、各学級でも日頃から指導に努めてまいりました。ご家庭
におかれましても、ぜひこの機会にあいさつの大切さについてお子様と話題に
していただければ幸いです。 

【「対話し考える授業」の推進】  
「友達の考えを聞いたり、伝えたりして深めようとする」項目では、前期より「だ
いたいできている」との回答が 6％増加しました。学習習慣の定着とともに、授
業内での対話的な学びが増えた成果と考えております。今後も、子ども同士が
関わり合い、互いに聞き合い伝え合う「対話し考える授業」を目指して取り組
んでまいります。なお、参観日以外でも授業見学を希望される場合は、いつで
も学校へご連絡ください。 

保護者の皆様からお寄せいただいたご意見に対し、教職員一同、真摯に受け止
め、教育目標の具現化と教育活動の充実に向けて取り組んで参ります。今後も保
護者の皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。 


